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取扱説明書 
               ダイヤル・ロック  
         品番：♯１４１６２１００ 型式：ＰＭ１５８ 
 
１，使用方法 
●設定番号の変更方法 

①初期設定番号「００００」にダイヤルを設定し、ギア型設定ダイヤルを引き、ロックを解除して下さい。そして、伸縮バーをフ

リーの状態にして下さい。 

②ギア型設定ダイヤルを「Ｒ」方向へ、止まるまで回して下さい。 

③４ケタのダイヤルを回して、任意の数字（設定番号）に合わせて下さい。 

④ギア型設定ダイヤルを「Ｌ」方向へ、止まるまで回して下さい。これで設定番号の変更が完了です。 

⑤設定完了後はギア型設定ダイヤルを不必要に「Ｌ」「Ｒ」方向に回さないで下さい。設定番号を変更してしまう恐れがあります。 

 

●ロック方法 

①ロックを解除して、伸縮バーをフリーの状態にして下さい。 

②伸縮バーの凹凸が見える位置まで、引き伸ばして下さい。 

③ロックボタンを下方向へ押し下げて下さい。 

④４ケタのダイヤルを回して下さい。これでロック完了です。 

 

●解除方法 

①４ケタのダイヤルを、設定番号に合わせて下さい。 

②ギア型設定ダイヤルを引くと、ロックを解除する事が出来ます。 

 

●取付方法 

①伸縮バーをフリーの状態にして、下フックをハンドルに引っ掛け、上フック（伸縮バー）をハウジングから引き出して、下フッ

クを取り付けたハンドルに対して、対角の位置に引っ掛けて下さい。この状態でロックボタンを下方向へ押し下げて下さい（上

記「ロック方法」参照）。 

②ハウジングがドアのフレームや、座席、フロントガラス等に当たって、ハンドルが回転しない事を確認して下さい。もし、ハ 

 ンドルが回転する場合は、使用出来ません。 

③ロック完了後は、伸縮バーが確実にロックされている事を確認して下さい。 

 

 

 

２，注意事項 

△！ 警告（この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う危険性のあるもの。） 

①本機装着中は、絶対に運転しないで下さい。ハンドル操作が出来ない為、重大事故に繋がります。 

 
△！ 注意（この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①本機は盗難予防用です。万一盗難等の事故が起きても、当社では責任を負えませんので、ご了承下さい。 

②本機は汎用品の為、ハンドル形状等により、取り付け出来ない場合があります。 

③本機の分解、修理、改造はしないで下さい。本来の能力を発揮出来なくなる恐れがあります。 

④設定番号を忘れると、ロックを解除する事が出来ません。忘れない様にメモ等を取り、大切に保管して下さい。 

⑤本機に破損、変形がある場合は、直ちに使用を中止して下さい。 

⑥本機は、ハンドルに装着して、ハンドルの回転を妨げ、車の盗難を予防する道具です。その他の用途には使用しないで下さい。 

⑦本機を初めて使用する時は、ハンドルに傷が付かない事、ハンドルが回転しない事を確認して下さい。 

⑧本機を落としたり、衝撃を与えないで下さい。 

⑨お客様の不注意により、設定番号を忘れたり、変更してしまった場合、当社でロックの解除は出来ません。 
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